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経済対策関連予算(項目別)
①雇用対策(45億円)

(診低炭素革命(1億円)

③健康長寿･子育て(32億円)

④底力発揮･インフラ整備(147億円)

⑤地域活性化等(40億円)

⑥安全.安心確保等(50億円)

⑦雇用再生特別事業基金の活用(7億円)

⑧緊急雇用創出事業臨時特例基金の活用(22億円)

⑨陣がい者自立支援対策臨時特別基金の活用(1.6億円)

⑩その他　　合計　346億円

｢事業予算　　　　　　計　280億円｣

｢その他　基金積立金　計　66億円｣

内部資料より

平沢衆院議員と安次菖前衆院議員の国政報告会平成20年12月6日　第一回議会報告会にて　村山盛信後援会長　平成20年7月30日

@ぎタダ▲二_?_TJ.旦準驚漁具_
ドクターヘリ運航開始式にて　佐喜真淳県議とともに 沖縄県民栄誉賞表彰式(島袋大県議と)参加　平成20年10月
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ブラジル移住100周年記念式典　沖縄フェスティバルパレード参加(沖縄県議会議員団)

鬼戯風塵1肱一一

経済労働常任委員会にて中国視察

県産品海外販路拡大ネットワーク構築事業研修員との意見
交換会(在香港日本領事館会議室にて)平成21年1月22日

アウフレイド玉城さんの農園を視察(ブラジル)

米軍基地関係特別委員会にて名護市辺野古シュワープ基地視察

空港予定地視察　儀間光男浦添市長とともに(伊平屋村)　　経済労働常任委員会にて鳥島海上視察(久米島町)
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活動報告二　　三1′へ　蜘血鞄馳罪招

飲酒運転撲滅キャンペーン　平成21年10月

不発弾爆発事故への対応及び早期処理についての要請　平成21年2月

第40回自由民主党沖縄県支部連合会大会にて
(安次竃修前衆院議員･村山盛信元自民党県連会長

･比嘉正光北中城村元議員)

決算委員会にて

大学院大学視察(恩納村)

i由民主党草薙　新春tF}果

∴∴∴∴∴
教育振興と人材育成の立場から､働きながら学ぶ学校教育施設の充実
･強化にこれからも積極的に取組みます｡

(経済労働委員会:具志孝助県議会議員とともに)
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自民党新春のつどいにて

｢竿覇王｢.一

沖縄汀津染パーク開所記念式典参加



蝕三笠芯∋珊蜘　二一二二三叫　-活動報告[二､ 〇三告‡′(､

島尻あい子参議院議員との情報交換会にて　　　　　宮城篤実嘉手納町長より県政発展のためにと激励を受ける

｢You･遊･比謝川｣河童まつりにて(田崎議長と嘉手納町議団の皆さん)　　　桝添前厚生大臣と子育て支援について懇談する

中城村議団(仲宗根哲議員･仲座勇議員･喜舎場健司議員)　西原町議団(大域純孝議員･小川孝議員･城間信三議長･大域好弘議員)

i c=

読谷村議団(富山弘議員･嘉手苅林春議員･村山盛信後援会長　北中城村議同(喜屋武　元議長･比嘉　元議員･喜屋武功議員)
照屋清秀議員･伊礼政吉嘉手納町前議長)
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曹慶瀞静塊槻瀞咽槻噂卦

村山後壌会長と営平泉治元県議､仲井真県知事
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